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１．まえがき  

 コンクリート床版の耐久性を確保・向上させるうえで，表面からの劣化因子の侵入を防止または遅延させるこ

とが最も重要で，その手段としてコンクリート表層の緻密さを確保することが考えられる．筆者らは，コンクリ

ート表層の緻密さを施工により確保する方法に着目し，振動式タンピング締固め機（以降タンピング機と表示）

および再転圧締固め機の活用を提案してきた 1),2)．これらの機械は，１打設当りの仕上げ面積が概ね 100m2以上

の床版コンクリートでの使用を目安としている．しかし，例えばPC ラーメン箱桁橋のように仕上げ面積が 50m2

程度で，張出し架設のためのアンカーやシースの箱抜きが床版表面に配置される狭隘な仕上げ面を有する場合に

は，機械の稼働範囲が制約を受けて締固め効果の低下が懸念される．そこで，小型振動式タンピング締固め機（以

降小型タンピング機と表示）を製作し，狭隘部の締固めに適用した．本報告は，タンピング機および狭隘部用小

型タンピング機の締固め効果の確認を目的とした施工試験と適用後の実橋で行った透気試験の結果を報告する．

２．試験概要  

２．１ コンクリートの配合と試験体 

 試験に用いたコンクリートは，表-1に示す実橋と

同じ 40-12-20H とした．試験体は図-1に示す幅 2m・

長さ 4m・厚さ 20cm の大きさとし，表面に２箇所仕

切りを設け仕上げ機械の幅に対応した寸法でエリ

アを３分割した．試験体上面には，D13 とD16 の鉄

筋を 250mm ピッチで交差させて配置し，かぶりは

40mm とした．

２．２ 仕上げ方法と試験手順 

 仕上げ方法は，「標準」，「タンピング機」，「小型

タンピング機」の３種類である．タンピング機と小

型タンピング機の諸元を表-2に示す．

試験は，試験体の３エリアに連続してコンクリート

を打設し所定の締固めを行った後，表-3に示す手順

でコンクリート表面の仕上げを行った．

タンピング機および小型タンピング機の仕上げ速

度は，1.3m/分～2.0m/分（3m/分目標）であった．な

お，タンピング機の仕上げ回数は２回とした．仕上

げ完了後の試験体は，７日間の湿潤養生を行った後，

後述する測定が完了するまで降雨の影響を受けな

いように屋根をかけて自然乾燥させた．

写真-1および写真-2にタンピング機と小型タンピング機の試験状況を示す．

２．３ 測定項目

測定項目は，表-4に示す４項目とした．なお， 透気係数は試験体に加えて実橋でも測定した． 
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表-1 コンクリートの配合

表-3 仕上げ方法と仕上げ手順 

図-1 試験体の形状と寸法

表-2 仕上げ機の諸元
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測定材齢は，試験体で透気係数が 

22 日，反発度，透水量が 28 日で 

ある．また，実橋は２回測定し，１回目，２回目でそれぞれ，標準

仕上げ部 119 日と 306 日，タンピング機および小型タンピング機に

よる仕上げ部で 23 日と 210 日とした． 

３．試験結果および考察 

３．１ 反発度 

図-2に材齢 28 日の反発度の測定結果を示す．標準に対してタン

ピングはやや下回り，小型タンピングはやや上回ったが，３ケース

で大きな差はなかった． 

３．２ 透水量 

図-3に透水量測定結果を示す．図中のパーセントで表した数値は，

試験開始時の表面含水率で各ケース概ね 5％程度であった．透水量

は，標準に対してタンピングおよび小型タンピングとも約 10％低減

している．このことは，タンピングを行うことで，コンクリート表

面の余剰水および気泡が除去されて緻密さが増した結果と思われ

る． 

３．３ 透気係数 

図-4に試験体および実橋での透気係数測定結果を示す．試験体 

および実橋の結果は共にランク「良」以上で両者とも標準に比べて

タンピングと小型タンピングが「優」に近づいた．この傾向は実橋

で顕著で，更に材齢が増すことで標準との差が明確になった． 

４．まとめ  

・タンピングによる仕上げを行っても，反発度は増加しなかった．

しかし，コンクリート中の物質移動抵抗性に依存する透水量および

透気係数の測定結果においては，タンピングの余剰水と気泡の除去

効果による改善が見られた．この傾向は，実橋で顕著で更に材齢が

増加するほど明確となった． 

・小型タンピング機による仕上げは，表層の緻密さの向上において

タンピング機と同程度以上の効果があった． 
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写真-2  小型タンピング機
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図-2 反発度の測定結果 

図-3 透水量の測定結果
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図-4 透気係数の測定結果
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表-4 測定項目 
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